
(2月対事事

四
月
四
薪
学
絹
か
島
新
設
の
市
立
九

湿
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摂
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ず
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仁
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。
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菌
白
関
慢
の
ほ
か
、
問
的
小

れ
丈
い
ま
急
と
よ
で
譲
努
す
す
め
震
の
選
管
一
二
八
八

0
5

柑

主

て

い

ま

す

。

金

旭

中

学

校

の

増

改

築

(

七

月

の

完

成

切
と
ど
た
ち
が
お
と
な
に
な
っ
丈
毛
に
約
一
癌
二
、
六

005、

は
い
つ
も
な
つ
や
レ
ζ
思
い
出
書
れ
る
の
構
内
小
学
校
一
囲
内
体
背
館
の
新
鯖
(
約

却
が
学
校
つ
で
す
。
そ
し
て
い
っ
し
ょ
に
学
九
三
-
一
戸

δ
方
向
)
な
ど
の
建
設
が
行

判

ぴ

濯

ん

だ

同

級

生

子

。

な

わ

れ

Eん
e

ロ
学
区
の
世
訂
帯
、
、
な
れ
税
ん
だ
学
校
構
内
小
字
校
の
間
町
内
体
育
館
は
平
塚

戸
山
や
先
片
山
や
関
根
住
よ
別
れ
ず
薪
誼
惣

ι
市
の
学
校
で
扮
一
め
て
む
ク
1
ス
で
二
一

期
移
る
こ
ど
も
た
ち
。
そ
し
玄
そ
の
お
友
階
濯
て
、
一
培
L
特
的
努
(
障
が
笠
、

釈
だ
ち
か
る
沼
児
山
山
す
ζ
ど
も
た
ち
。
ど
ち
器
禁
き
と
選
議
認
の
六
数
祭
、
ニ

ゆ
ら
も
時
間j

…
議
乙
記
。
も
と
い
っ
た
感
停

ι
婚
が
九
湾
五
年
方
が
の
広
さ
の
誠
一
1
v就

い
U

お
モ
世
れ
る
で
し
ょ
h

立
で
と
よ
も
た
原
内
海
副
側
海
に
な
っ
て
お
り
、
も
ち
る

ち
に
、
そ
れ
に
壊
え
て
大
き
た
飛
躍
を
ん
二
踏
む
趨
動
場
で
の
騒
音
な
y
か
一

校
期
待
レ
た
い
も
の
で

-70

蜘
闘
の
散
を
に
影
脅
し
な
い
よ
ろ
ん
設
計
施

学

新

U
い
学
校
に
移
る
こ

P
Eた
ち
が
ヱ
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
費
の
節
棋
と
校

部

ρ
ポ
タ
た
ち
と
ワ
多
幸
一
で
始
ま
る
地
の
高
度
前
定
か
る
た
め
、
将
来

議
開
滅
小
学
校
む
一
驚
史
N

に
湾
り
を
圭
ち
は
こ
う
乙
た
霞
内
悼
育
館
の
形
式
が
と

研
将
来
の
よ
い
思
い
出
と
文
大
き
く
ら
れ
て
い
〈

Eに
な
る
で
し
ょ
ョ
。

中
大
寺
〆
、
背
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
7
9

制
叫

pま
く
、
苦
主
い
平
塚
に
も

認

さ

で

霊

安

保

ベ

芸

施

設

軍

部

粕

し

て

い

ま

す

。

隣
室
の
た
ぬ
そ
の
棄
に
追
わ
れ
て
下
水
議
会
在
じ
め
と
す
る
都
市

の
い
ま
す
。
新
占
だ
り
で
ゆ
治
和
烈
十
五
基
線
の
務
健
闘
一
上
哲
の
諸
問
題
な
ど

続
年
四
月
間
援
の
横
内
小
苧
校
、
問
士
山
を
合
む
産
業
純
研
の
振
興
、
福
祉
の
内

務

昨

m
同
月
の
八
縮
小
学
校
、
何
十
七
バ
ヰ
は
上
と
市
民
目
安
全
F
ほ
か
る
片
山
一
治
相
説

部
学
校
時
此
話
調
理
実
そ
し

Eと
む
粧
品
刊
な
ど
の
諮
問
題
と
と
も
に
、

し
の
間
際
小
学
校
新
設
で
す
。
ほ
う
大
な
質
問
を
摂
す
る
学
校
腕
投
の

平
坂
、
港
南
制
閣
の
諸
都
市
と
同
じ
続
出
棚
を
と
も
な
ぺ
義
育
文
化
の
向
上
減

よ
ム
ノ
に
人
口
急
用
都
市
に
指
定
さ
れ
て
揮
τ
7
0

お
h
り
1

事
段
、

E
の
4
2
L怪
庁
、
学
お
ど
志
が
し
て
七
げ
な
け
れ
ば
な
ら

校
施
設
の
新
説
、
特
舶
を
余
併
な
く
さ
な
い
乙
と
、
そ
し
て
限
わ
な
い
将
来
の

れ
て
お
り
ま
す
。
今
手
農
業
地
域
で
あ
る
こ
ロ
レ
も
た
ち
の
た
め
に
、
平
塚
市

人
口
や
府
商
紋
が
比
較
的
安
定
し
て
い
は
今
掩
と
も
敵
討
と
教
育
府
惜
の
万
人
思

た
地
域
の
学
校
ま
可
臨
時
占
は
転
み
f

が
場
え
て
い
霊
交

の
児
認
で
ふ
〈
れ
上
が
っ
て
告
手
し

間
間
も
な
く
突
成
す
る
横
内
小
学
控
盤

肉
体
青
獄
。
一
踏
に
教
事
が
六
裂
、
一
一

階
が
調
製
鞭
際
的
運
動
場
忙
な
っ
て
い

る
。
患
は
そ
の
遼
扇
場
内
部
。
九
百
五

平
方
針
の
広
さ
明
、
こ
こ
で
こ
ど
も
た

ち
が
と
び
は
ね
て
も
下
の
教
窪
に
は
影

響
の
な
い
よ
う
設
許
府
主
さ
れ
て
い
る

溺
必
嶋
V

3 



(
刊
叫

hu何
万
点
在
除
〈
)

か
ら
一

山
市
川
及
川
町
必
点
、
出
広
一
汚
加
と
お
記
長
一
か
す
る

5
一

5
1行
十
円
、
し
た
が
っ
て
年
内
て
一
市
出
走

E
U番
組
(
提

i
l
i
-
-
lス
ポ
ン
リ
1
5
手
心
。
一
は
六
万
一
千
一
一
一
説
主
で
あ
る
。
一
一
一
一
一
一
一
三

一
己
の
rhtnγ

し
は
日
出
作
也
訴
す
る
も
の
一
ま
た
、

M
f
r
，
E
Tレョげさ、
z
一

む
一
言
宅
福
ボ
し
で
あ
会
川
口
密
一
で
昭
和
四
れ
包
川
和
ト
翁
川
口
町
一
マ
科
日
経
理
糾
命
名
6
か
月
}

一

一

一

3

糾
戸
川
山
名
，
1
年
〕
/
英

一川限
J
一
…
万
い
っ
ぱ
い
で
切
れ
る
た
め
一
目
し
た
い
古
新
た
に
伊
主
主
必
一
若
手
料
治
名
・
6
か
3
/

、

j
c
j
A

百
八
左
足
守
幸
子
吉
一
裂
と
な
る
。
吉
宗
蓄
え
刊
文
タ
イ
プ
科
(
初
予

S
E

p
t
き

彰

望

一

-::J、
一

は

州

せ

ん

に

よ

り

j

を
す
る
c

一
議
話
料
(
泌
さ
さ
/
践

的
1
4」
一
時
限
計
護
露
出
一
し
た
が
、
こ
り
を
そ
の
お
が
ま
一
の
こ
り
一
千
円
出

UMwmで
あ
っ
一
郎
引
け
山

h
n
d
m
r山一
れ
い
一
夕
刊

UMM刊
い
い
れ

(ι一
話
器
(
幸
一
年
)
/
高

高
の
協
力
で
昨
平
一
一
月
八
円
一
と
忠
良
の
こ
と
か
わ
か
っ
九
一
ぺ
毛
お
お
起
は
せ
た
て
八
旬
、
ょ
ζ

一
に
号
、
B
M
一

v
t
4
4
間
車
八
年
九

H
十

7
2
6
2
/花

開
話

内
の
高
会
話
約
市
散
に
あ
た
一
と
れ
時
間
の
ば
か
り
が
氾
し
く
一
点
出
、
空
叫
が
訂
以
民
主
一
的

1
7
;
ρ
i
r
-
-二
一

;

コ

j
;
j
i
一
一
判
事

f
6
2
/高
機
械

は
1
1査一
昨

日

比

日

時

三

日

目

立

川

一

…

日

H
U
M
-時計
五

日

一

一

一

仁

霊
祭
挙
な
人

Z語
版
十
八
一
警
が
遣
し
て
い
る
宇
一
山
(
一
一
一
言
に
対
し
お
り

6
Fで
あ

り

、

一

一

上

水

道

工

事

で

民
註
計
叩
計
一
抗
日

Z
2
2
2一M
M
u
p
m
日以
γ

一
生
諮
問
川
口
品
目
費
を
劫
瑛
一
土
地
立
入
測
周
期
一

一
宇
奈
川
県
で
は
1
t
立
百
訪
業
将
間

一
小
一
語
な
ど
の
需
が
あ
っ
た
人

l
c
一

時

入

主

何

段

高

主

役

一

言

以

去

っ

九

一

重

度

身

体

篠

審

議

が

対

象

一

望

水

空

君

主

次

長

域

に

2
宿

主

主

J

富

山

一

向

加

工

品

問

土

ハ

ー

で

き

、

完

成

一

需

品

で

は

、

市

内

自

の

み

な

一

一

一

一

一

つ

い

て

立

ち

入

り

部

位

在

行

な

「

フ

ω

喜
市
に
書
さ
れ
て
い
る
給
与
所
得
一
散
は
立
内
包
八
日
川
、
高
加
工
品
一
言
ん
に
今
後
い
7
七
う
疋
し
い
五
三
一
福
祉
議
所
持
ぎ
で
は
、
重
卦
一
事
モ
ス

ω話
、
即
答
謀
長
一
マ
立
ち
入
れ
室
主
し
お
お
ぶ

お
れ
で
給
与
以
外
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
一
回
ー
工
ノ
何
で
、
交
問
に
つ
い
て
は
、
比
一
y

」
呼
び
か
け
て
い
る

d

一
山
昨
日
山
者
が
れ
山
右
」
備
を
改
萄
し
た
一
川
の
一
慌
を
出
品
し
て
い
く
も
の
。
一

一

一

一

一

一

中

以

下

羽

田

一

湾

中

以

J
M
h
U

一部

は
出

Eて
叩

話

番

は

あ

り

ま

一

誌

が

の

め

が

古

川

必

カ

イ

ロ

↑

一

h

片
品
の
告
円
高
一
え
た
り
す
一

ζ

の
補
助
が
告
ら
れ
る
人
民
自
一
一
一
↓

一
J
u

一

一

一

G

一
真
土
白
う
ち
~
J

一十コ一の崎、市
Y
W
川

宮
山
ふ
れ
川
射
針
M
M
M引
引

蝉

が

な

く

ど

U
R住
吉

川

十

一

ぷ

し

な

が

々

職

業

主

語

な

一

一

;

一

叫

ん

川

の

g…
出
自
問
し
て
い
一
日
刊

M
1
2ってい

J
H
H
M
M
u
r
u

副

長

E
m長
仰

い

な

っ

予

J
2
2剥
(

安

容

さ

目

立

つ

の

で

5更

に

は

2

2

2

1

制

i
2
2
2
5
5
1
2
2
d
i
J
Z
Z男

詰

日

で

に

出

祝

日

日

R
H
u
m訪

問

て

お

い

報

告

2
1一
ぢ

一

時

計

計

ω話
訪

日

間

一

マ

i
i一

一
五

ド
い
い
け
j

a

i

l
日
、

e
f
;
提
出
害
れ
ぐ
い
る
去
処
印
佳
麗
に
一

A

〈

査

一

提
訴
訟
間
近
に
な
る
え
訂
一
一
一

J
j
p

一

一

t
E
T
F

会

若

草

入

の

吉

桑

出

し

ず

ど

だ

一

し

謁

一

告
は
議
長
作
ず
あ
の

Jqz
五

年

俊

弘

F
F憶
も
一
窓
河
白
翠
(
9
時

i
m
g
ν
士

、

。

一

旬

ぺ

一

は
で
主
る
だ
白
山
に

e
o
i
…

同

/

品

離

島

程

一

マ

213車

道

F
2
3
2一
五

紙

一

円
安
化
品
川
一
古
川
ハ
ハ
京
市
川
し
逗

-
V窓
側
議
ド
J
A
一
マ
1
1
1
(
六

1141μ

一

か

回

一

{
ア
少
祈
勤
務
笥
斗
…

2
j
i
i
f公
が

お

ゐ

へ

一

一

た
え
思
議
の
山
川
町
じ
に
く
一
グ
ー
コ
響
子
生

V
A
u
u
g
M
a
i
d〉
HIli--一
気

一

て
ら
J
い
こ
と
に
な

3

て
お
り
一
、
し
た
つ

g
¥八
件
量
ヘ
コ
マ

2品
川

沿

昨

日

宇

(
!
?
;
t
H
2コノ
l
l
一

底

言

一

か
つ
て
誌
の

5
2
2と
…

2
7九
日
(
什
)frkUJノ
ム

片

山

日

川

市

川

山

内

一

蒜

四

一

口
わ
れ
れ
引
人
に
は
じ
MMM
仏
判
的
川

γ
g
s
i
z
-

匂

一

〉

乙

7
1

、J
E
-
-

心

一

肉

の

検

一

U
j
i
j
i
け
つ
け
i

f

-

-
川

U
U
J

い山
λ

刊
点
に
j
v
i
j
p
口
人
い
け

L
し

れ

叫

一

茸

人

以

一

f
j
j
A
辺
つ
〈
い
九
ぜ
ん
い

c、
川

J

h

L

{

J

t

J

J

f

J

i

ク
j

1

5

f

h

川わ
f
い吋ル一
i
L
f
く

主

い

一

間

ほ

A

一

わ
れ
山
川

U
u
u
h…U
H
U
u
n山
川

丸

山

川

…

…

山

花

し

い

村

内

い

は

い

け

附

山

民

一

一

ζ

の
市
川
品
川
沿
一
一
一
μ主
主

主

器

官

2
7
j
z
L
L新
町
長
一

July-一
f
H
2
・

一

一

j

t

O

内
部
訂

v
i一一
1

一

ま
た
所
丹
位
校
ハ

Mm白
山
山
民
平
九
ね
お
V
U
1

一

山

/

山

出

伐

協

中

以

山

川

引

所

:

一

中
市
疑
問
広
務
/
孫
得
税
/
緩
人
事
業
税

(
十
本
〉
活
問
ぬ
分
i
幼
時
ぬ
分
「
闘
で

お
の
制
作
」
行
為
少
年
一
般
一
一
一
十
マ
背
少
印
肉
附
入
日
・
3
河川山行(大口

県
立
早
坂
官
少
托
A
h
m
で

は

今

へ

は

時

r
l
i
b
M

時
「
海
底
探
掛
世
一
押
一

月
も
次
の
よ
之
午
似
し
を
計
制
、
小
マ
ハ
刊
少
州
枇
丹
市
川
問
問

2
月
訴
は
は
」
H
J
少
4
、
一
日
同
百
人
ま
判
、

宇
佐
か
ら
一
般
々

C
t
i
l
-
3
3
2
〉
宮
争
点
£

ZRAm

マ
グ
ル
ー
プ
サ

5
3ノ
、
作
お
γ
弘

ぷ

時

二

主

匁

三

一

一

控

室

」

ク

ー

ル

ぷ

デ

パい

1
川

υfL

駒
器
教
室
や
狭
間
会
あ
れ
山
口
u
r

λ
げ
し
れ
の
へ
の
ノ
川
、
r
J

品川
y

へ}」叩日山
m
h
(〉
山
山
川
戸
泊
什
「
川
山
知
山
川
ぺ
〆
ル
!
ゾ
リ
i
ク
λ
U
M

お
人
は
引
V
、
何
日
以
ア
hr

《
的
へ
川
V
M
m
A
-
n
引の
M
叶ヒ」

T
V
K
川一

1

川
町
へ
ム
」
日
グ
ル
!
j
a
ず
i
h
J
ン

ど
う
を

(mmω

・
に
心
二
九
)
お
取
的
山
山
山
よ
れ
民
リ
ー
日
中
一
作
、
メ
ル
パ
1
九
十
人
ω

マ
戸
川
少
年
〆
人
何
点
川
ザ
2
月
白
日
一
般
八
十
人
u

印
込
は
2
月日山口ま

;二
町一一一あなたのための相談察口一一一一

税務と経営指談 ω 路9!1ト 12
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て
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叫
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。
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①
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叫
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取
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に
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な
れ
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と
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。
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。
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八繍公民館 総内包月自民

会場

.j- 24口 大野公民Jtu 荘、以会民間1
o' 258 tn.i聖公民館花水公民館

9 26日 抑留公民総?ifii.rBi~l立f1ù
?-27日中原公民館

t' 28日平塚市f('Xi防
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対象年齢が変更に/

むE宝沼ぜ吉・ジフテヨア..臣傷嵐混

合予防接認。，r;'Jl月j.!U主nil?3 iJ)月
古=ら尚2tl~まで。 2WJ ・ WIが完
了した人で、 lJ.tJlの 3閉めから 1'T' 

ずさ 2[[たっていないがJ

霊 盟対重表・詰寄1裁までの赤ちゃんなら
沢支所 i 

i どなたでも受けられます。当釘は
4)11 接登印公民館経路時公 ii 百王子宅f~Ilを芯れずにê-\ーってきてほ

民館器主主J首公民館 i 
i しい0

?- 58 金自公民該自平塚保健所 ii 臨時間 s午前古前部分-1日1:n051
自宅主主 i 

i 顕巡回自宅謹
6 El 大聖子公民自J:fZm託公民館 i 

2 Jl 15 日〈方ミ〉街{]I!~宮i:-:Lt作J
，p 98 λ幡公民熔棋内沼地策 i

i ?' 22日仁木〉吉沢公i主張 1
会場 i 

3月 1汀〈木〉金回公民館
10白 須間公s:;fti1 12，水公民館 i

1" 8 G ひっこ上陸公民間
d- 12臼 神間公民恕出金沼公民館 i

?' 15日〈木〉民間公L己責H
'" 13日中原公民館 i 

~ 228 (木〉金包公t"(血;ρJ4円羽ZWf匂俣病院 審

官 虹ケ浜3の24 ノj、i0，~詰作所主立正容
の府}if久夫さん (26)と麦茶子さん

(25)の長男、 6か乃島身長65市修

体遺 7.5九。離乳をはじ明てから丁

度 1!1肉、もう、ちやわんいっぱい

のと三はんをベロDとたいらげる大食

家主生まれてからてまだお臣王者さん

にかかったととがない健康優良児

です。パノミは以田県、ママはノト泊旅

ftjの出身。約一子ち{'んのお淀主主日は

17年 SJJ5Dです。

沢:支1タ

3万1L1臼 架設fll公民 館務f弔師会 3月初日須賀会民館花京公民館

民館法拡凶公民館 I .:-22司令I!EEl公民間※金ffI公民館

? 15臼全日公史的平家保健所! ? 23ロ中原:8;民館

E建立 t 24臼 平塚市関税

d- 16臼 大野公氏自.f;(.;sjt公民館!盟 (3釘め〉

.t 19日八郎沢氏名I 娯γ、日え 4J'l3El "山公民館張中丸焚協 t

2Jヲ1813(務〕
〈午前8持305ラコ

暴露よ狭

f小さな木応j

r~左翼3をJßぅ少年J

おとな・こ

シネサロ
購入場務望者は往復ハ;!jキ!こ住所、

氏名、年齢、職業苦椀10のうえ、

平揮市民センターへ。(平諦新窃

93自3

しめき自{ま 2月208，ミヨぞ

韓問い合わせ〈笥32-2235)

霊童とき.Zfi25B 
開場午後1時 30分
間潔午後2時

豊富会場。市渓センター

襲霊世主!3・交響曲第3慈変ホf堅調

f英雄!

ヴァイオロン協輿砲など

1事
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(ひのg)の一本造担‘像

202 :高約1メートノレ2仏右手で，cfl主主
むすび、山手(こJ羽田，1立を持った

郎lJEなおr必在、U:じめから賦彩

されごいなかったようである。

高潮輔務 j蛍通こうした副日践は、金位ま

平塚市大悼の顎守翁木 CよlJiばゆく制'1'しされているもので

主〉神社が相撲I11に関連を持つ jあるが、こ白地にそれがないの

己社であるζ とはかつてζ 白繍iは珍らしい肘J-Cあみa たぶん、

lこ伏せたζ とがある。~，附ま火 1 ITi::.qliJfにのfムl刷九刊誌でIlJilJあ
巴民命ておおなもちむみこと) iげ、切 iゼらえ工かったものと

沖吠のありさまからみても、かi考えられるョ

なりのi当社であることが5なず! 立内には、弘山太仰の悔やh
ける。神さまの町民などもあったが、

ζ 馴惜の裏手に、元寄木ILJi，寄り到iに出、ものはなかった。

掛討寺とさった寺白@'s:世カ溺; しか し、の主ffi):.fl唱のか
Uしといる。 τ :たわらに、粘な}じをした訪迩

組主宇部三士、江戸時代には鈴木 1 の型制位向巴は象があった。

&1押さ上のB住当百、苦は相当な規 j頭部の入ときさに比較し ζ脱拡f
棋の話宗寺院であったらしい i毘iiJ，く、 ト月良部1)¥ふくらんで加

が、胆;治初年、神仏刀切離され jて、飛品川人に'(/J掛たるものが

たと主、描内 Cょこうち〉の智 j ある。台f1~の剖よ鮮IJ且でな加
底抗ぐ現在の神田寺〉と合併し;ヵヘ/]戸時代中JIJlのもりである

たため賂寺とな仏建物もちい 150かつて湘々の太踊足掛間出

さくなってしまったむである。 Irζ白石治制?王を史的は悼給鵠

現在白ささやかな観音盤に 11ほと呼ぴ、 ζ の恨の腹部へ布を

は、豆腐の国子 ζづし3に、菖ui桂きつけて官fl:h その布を婦人

組L!t昔話f連立慢が躯おさまっ!が締め会と、不J8，議に~l[jIJで臣室
ている。 ζ の盟主は、言7木明神む:L}iな子ご在に弛まれるという呂加

不均fムで、:むくから{湖行基のff' 1~えがあるJ と占って b ら品
仏といわれている iた。

ρ 人口J幻

1地73.179人
!llf 42，089人(10，687v ) 
E日 4，053人(j， 021 d・3
日 16，009人(4，]14 d' ) 

砧 4，000人 ( 975d') 

蛸 3，518人( 860 d' ) 

a 5，012人 (1，360d')

1出]4， 612人(3，917 d' ) 

沢 4，714人(j，035d')

思 9，444人(3，159 .. ) 

(48，ぺ混在〉

ZNJW 
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